文化ホール運営の問題点と活性化策について（文化ホールアンケート）

―富山県公立文化施設協議会加盟35ホールに対するアンケート調査によるもの―

＜文化ホール運営の問題点＞

項　　　　　　　　　　　　目
該当

 1 自主事業の予算が十分確保できていない
 15

 2 専門スタッフがいない、または不足している
 13

 3 事業のプロデュースのノウハウが不足している
 12

 4 文化ボランティア組織がない、または十分機能していない
  9

 5 催事の情報発信が十分行われていない
  8

 6 施設設備が老朽化しており、利用者ニーズに応えられない
  6

 7 芸術文化団体との連携が不十分である
  4

 8 ホールとしての理念・性格が明確になっていない
  4

 9 友の会との連携が不十分である
  3

10 基本的利用条件（開館時間、利用料金等）が社会的ニーズから

　乖離している
  3

11 バリアフリー化への対応が不十分である
  3

12 利用者の駐車場が不足している
  3

13 施設の修繕等の予算が十分確保できていない
  1

（備考）　1～10は、あらかじめ選択肢として提示し、回答のあったもので、複数回答あり。

　　　　 11～13は、その他として具体的に回答されたもの

＜文化ホールの活性化策＞

 1 企画スタッフの充実

 2 スタッフが事業の質やサービスの向上に力が注げるような体制づくり

 3 スポーツ指導員の市町村への派遣制度を文化の分野にも導入

 4 自主事業予算の充実

 5 学校・社会教育団体や芸術文化団体との連携による青少年を対象とした

 事業の充実

 6 社会的ニーズに応じた文化事業の企画

 7 県内芸術文化団体の利用に対する料金割引制度の導入

 8 利用実態に応じた利用料金の設定

 9 チケット販売や会館予約でのＩＴ化を含めた総合的な管理運営システ

 ムの導入

10 各ホール間の連携強化・全県的なつながりのある事業の展開

11 近隣のホールによる共通の友の会の設置・運営

12 県民への情報提供の充実（情報提供のネットワークづくり）

13 ホール運営への住民参加

14 開館時間の延長

15 ホールの運営目標の設定による特色あるホール運営

16 施設の設備改修に対する国や県の財政支援

（備考）　選択肢を設けず、自由に回答されたもの

